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本◊✲は，日本女子大学に現Ꮡするᡓ๓の鉄筋コンクリート造の学生寮「明桂寮」（東ி㒔㇏ᓥ区，佐藤功一設計，清水

組施工，1927 年）のಖᏑにྥけた◊✲である。まず文⊩ㄪᰝにより平面計画と意匠の⏤来を明らかにし，⊂自性と重せ性

を示す。また文⊩にてらしながら構造形式の≉ᚩを明らかにし，加えて建≀の目視ほᐹやコンクリートコ࢔の採ྲྀによっ

て施工の実ែを推定する。さらにそのྵ水≧ែと鉄筋の⭉食の関係を分析し，コンクリートの⤒年ຎ化の◊✲にも㈨する

ことを目指す。⪏㟈デ᩿も行い，建≀の౯್をࡩまえつつ௒後の฼活用⟇についてもᥦ示していくものである。 
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ARCHITECTURAL ENGINEERING SEEN IN A DORMITORY BUILDING 
DESIGNED BY KOICHI SATO 

              -Durability of the house building for successive use for generations- 
 

Ch. Maho Suzuki 
Mem. Shizuka Hayakawa, Keita Sekimura, Namiko Minai 

 This paper aims to promote conservation of a nearly 100-year-old dormitory building, Meikei-ryo (Toshima City, Tokyo)，designed 
by Koichi Sato. It shows its uniqueness and importance through revealing origins and organization of planning, the façade and 
structural design. It deals with existing researches, contemporary literature, and firsthand materials such as drawings and archival 
documents. It also provides a new insight to studies of mechanism of deterioration of reinforced concrete and old construction 
practices through observation of the structure and analysis of compressive strength measurement. It offers conservation strategies with 
the result of the earthquake resistance check. 
 
1. ◊✲の┠ⓗ 

本◊✲は，日本女子大学にある築 100 年近い鉄筋コン

クリートの学生寮「明桂寮」のಖᏑにྥけた◊✲である。 

まず高等教育における寄宿舎の計画の歴史の中での

明桂寮の⊂自性を明らかにし，またその外ほࢨࢹインの

⏤来をㄞみゎいていく。さらに，鉄筋コンクリート（5&）

造建築の㯪明期の事例であるので，かつての施工ᢏ⾡や

現代と␗なるその構造設計手法と⪏㟈性も☜ㄆする。こ

れらにより明桂寮がಖᏑに್することを示すとともに，

計画史◊✲，構造史◊✲，建築家佐藤功一の◊✲に᪂し

い▱見を୚えることを目指す。 

同時に，明桂寮は約 100 年Ꮡ続してきた㈗重な 5& 造

建築であるため，コンクリートのຎ化≧ែとそれにかか

わる᮲௳もㄪᰝ，分析する。なお，5& のຎ化の◊✲で中

性化やᅽ⦰ᙉ度等をヲしく分析し，その⤖ᯝを⪏㟈デ᩿

で引用する関係上，ຎ化◊✲を先にሗ࿌し，構造◊✲が

続く構成とする。また◊✲の方法はྛ❶ෑ㢌でヲ述する。 

 

2. 明桂寮の計画࣭ព໶࡚࠸ࡘ࡟ 

2.1 ◊✲の᪉ἲ 

日本女子大学の学生寮඲⯡の歴史については，文⊩㈨

ᩱや෗┿，༞寮生への⪺きྲྀ等による◊✲が行われてき

た文 1～2)。そのうち明桂寮については，㟷↝ᅗ面やྂ෗┿，

ಟ⧋グ㘓をもとにした᚟ඖ的◊✲文 3)～5)や文⊩とインࢱ

ーによる住まい方の◊✲が行われてきた文ࣗࣅ 6)が，同時

代のഴྥの中では位置づけられていない。本◊✲では日

本女子大学とその建≀に関する文⊩文 7)～㸶)および明桂寮

の᪤出のᅗ面・㈨ᩱ文㸷)～10)を見┤しながら，᪂㈨ᩱの発

᥀を進めた文 11)～13)。また同時代の寮舎や住宅についての

文⊩文 14)～19)，そして佐藤功一やᵝ式建築に関する文⊩文

 

ていくことがồめられる。こうしたྲྀ組みは，ᅋ地෌生

に␃まらず，ྛ住区に分ᕸするබ営住宅ᅋ地を活かした

ニࣗー࢘ࢱン඲యの෌生にもつながるものとᛮわれる。 

2）ኴ㛷山ᅋ地の෌生・活用のࢼࢩリ࢜ 

ኴ㛷山ᅋ地は中ᚰ部にࣙࢩッࣆンࢭࢢンࢱーがあり，

高㱋居住者が増えていることからも，ࢼࢩリ１࢜にἢっ

たᣐⅬ化に㐺したᅋ地と⪃えられる。生活฼便施設を඘

実させ，ᅋ地住Ẹのみならず近㞄住Ẹにとっても住み続

けやすい住⎔ቃとすることが期ᚅできる。たࡔし，現時

Ⅼでも立地の฼便性は高く，自動㌴による⛣動が一⯡的

なため，ኴ㛷山ᅋ地内にᣐⅬ機⬟を配置することの効ᯝ

や，௬に機⬟配置した場合に༑分な฼用が見㎸めるかに

ついてはៅ重な᳨ウがᚲせである。 

また，4�1 で述べたように，地ᇦのẸ間㈤㈚住宅がᛂ

えられない㟂せをබ営住宅が࢝バーすることが⪃えられ

る。すなわち住宅ࢭーࢿ࢕ࢸࣇットとしてのみならず，

２に従いⱝ年の成長ୡᖏの受け─として機⬟す࢜リࢼࢩ

ることでබ営住宅ストックの有効฼用をᅗる。ⱝ年ᒙを

引きつけるには，住宅の設備᭦᪂と面✚のᣑ඘に加え，

㥔㌴場の඘実がᚲせである。それによりⱝ年ᒙを引き寄

せる࣏ンࣉとして機⬟させ，ᙼらが転出時に 17 内もしく

は近㞄自治యにとどまることにより地ᇦ඲యの人ཱྀ構成

とコ࣑ࣗニ࢕ࢸをᣢ続的なものにすることが期ᚅされる。 

居住者の高㱋化は☜実に進んでいるため，ࢼࢩリ３࢜

により見Ᏺり等の生活ᨭ᥼を住宅⟶⌮に組み㎸むことの

ᚲせ性が௒後増すのは☜かであࢁう。たࡔし，ኴ㛷山で

は༢㌟高㱋者の増加は現時Ⅼで῝้化しておらず，それ

よりも近年増加する外ᅜ人ୡᖏと一人ぶୡᖏへのᑐᛂを

進めるᚲせがある。௒後，外ᅜ人ୡᖏや一人ぶୡᖏの比

率が上᪼すると，住Ẹによる自主⟶⌮が㞴しくなること

がண᝿される。そのため，もし共同事ᴗయとして居住ᨭ

᥼法人を組み入れるのであれࡤ，外ᅜ人ୡᖏや一人ぶୡ

ᖏへのᨭ᥼がྍ⬟な法人を㑅ぶことがᚲせであࢁう。 

3）ⓚᚨᑎ 17 බ営住宅ᅋ地の෌生・活用のࢼࢩリ࢜ 

ン内の生活฼便をྥ上࢘ࢱ１を通じてニࣗー࢜リࢼࢩ

させることと並行して，ⱝ年ᒙの₯在㟂せをႏ㉳するࢩ

ン඲యの人ཱྀὶ動を⥔ᣢ࢘ࢱ２をᑟ入し，ニࣗー࢜リࢼ

するためにබ営住宅を✚ᴟ的に活用する。その๓ᥦとし

て，Ἠ北 17 ほどṧవ化が進んでいないⓚᚨᑎ 17 のබ営

住宅では，ニࣗー࢘ࢱン外のẸ間㈤㈚住宅や分ㆡ住宅に

転出しているⱝ年ୡᖏや子育てୡᖏの㟂せ≉性をᢕᥱす

ることがᚲせである。බ営住宅を௓したᙼらの住み᭰え

動ྥについて，家᪘㢮型および転出先の住宅㢮型，生活

行動や住居㈝㈇担の比較等のほⅬから明らかにし，転出

先としてニࣗー࢘ࢱン内のᡞ建てᣢち家が㑅ᢥされるこ

とをಁす施⟇をᑟ入する。一方，බ営住宅としては，ⱝ

年ᒙを引き寄せる࣏ンࣉとしての機⬟を転入面でᙉ化す

るためにᚲせな住ᡞのᨵ善，㥔㌴場の☜ಖのほか，入居

ᇶ‽の⦆和等がồめられる。  
また，現時Ⅼでは高㱋化にకうၥ㢟がἨ北 17 ほどには

㢧在化していないため，ࢼࢩリ３࢜の高㱋化・ᑠୡᖏ化

にకう見Ᏺりやᨭ᥼をせするୡᖏへのᑐᛂは，中長期的

にྲྀり組むㄢ㢟となる。その㝿，ⱝ年ᒙにとって日ᖖ的

な㈇担とならない住宅⟶⌮手法を構築できるかどうかが，

 。２との関㐃において重せである࢜リࢼࢩ
 

�.3 ⪃ᐹ 

本◊✲では，３つの㒔ᕷᅪにある㑹外立地のබ営住宅

ᅋ地について実ែをᢕᥱした。それをもとに，௒後の活

用・෌生方⟇のあり方やㄢ㢟について⪃ᐹする。 

地方㒔ᕷの㑹外に立地するබ営住宅ᅋ地は，㒔ᕷ඲య

の人ཱྀῶ少が加㏿する中，㒔ᕷᅪࡈとの人ཱྀ動ྥや居住

者≉性，㒔ᕷᨻ⟇・㒔ᕷ計画の方針，ᣢち家・೉家ᕷ場

の≉性等に㉳ᅉするㄢ㢟を有しており，住宅ᨻ⟇として

の住宅ࢭーࢿ࢕ࢸࣇットを超えるᙺ๭やㄢ㢟がある。ㄪ

ᰝ⤖ᯝをもとに，大きく３Ⅼのㄢ㢟を指᦬することがで

きる。 
とつは，人ཱྀῶ少社఍の㒔ᕷᨻ⟇との⤖びつきをᙉࡦ

め，㒔ᕷのᑗ来ീ（㒔ᕷ計画）にබ営住宅ᅋ地を位置づ

けることである。そのためには，ᕷ⾤化ㄪᩚ区ᇦの開発

ᢚ制等と一యとなったබ営住宅ᅋ地の෌生により⦰㏥す

る㒔ᕷ周辺部の「᰾」として活用することがồめられる。 
そのためには，地方・㑹外の住宅㟂せ≉性（ᣢち家中

ᚰ・自動㌴฼用が๓ᥦ等）にᑐᛂし，Ẹ間㈤㈚住宅ᕷ場

の⬤ᙅ性を⿵᏶すべく，住宅や住⎔ቃのᨵ善により，ⱝ

年ᒙの₯在的な住宅㟂せをႏ㉳していくことが 2 つ目の

ㄢ㢟として指᦬できる。 
さらに，බ営住宅ᅋ地の居住者の高㱋化や༢㌟化，外

ᅜ人の増加等にᑐᛂし，ᅋ地自治఍主యの住宅⟶⌮手法

を見┤し，地ᇦの実᝟にᛂじたᰂ㌾な㐠用により，ᵝ々

な専門機関・人ᮦ等と㐺切に㐃ᦠ・活用することがồめ

られる。さらに，高㱋化する㑹外住宅地における┦ㄯ・

見Ᏺり等，地ᇦのࢭーࢿ࢕ࢸࣇットᣐⅬとしてᙺ๭をᯝ

たしていくことが期ᚅされる。 

 

㸺ㅰ㎡㸼 

ㄪᰝにࡈ༠ຊいたࡔいた住宅事ᴗ者・⟶⌮者，ᅋ地自治఍等

のⓙᵝにཌくᚚ♩⏦し上げます。 

 

㸺ཧ⪃ᩥ⊩㸼 

1) 日本建築学఍・建築社఍ࢩス࣒ࢸጤဨ఍「人ཱྀῶ少時代

の自治య居住ᨻ⟇ ～௒，෌びබ営住宅ᨻ⟇をၥう」，2018

年度日本建築学఍大఍パࢿル࢕ࢹス࢝ッࣙࢩン㈨ᩱ 
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20)～23)を用い，計画や意匠を歴史的に位置づける。 

2.2 明桂寮建設の背景 

1901 年に創立した日本女子大学校（当時の制度では専

門学校）は日本における女子高等教育の草分けである。

創立者成瀬仁蔵は「注入的」「機械的」ではなく「開発的」

「自動［自発］的」教育法を説き，学生寮もその実践の

場として重視した。寮舎は兵営のようではなく 10 名程度

を１つの家庭のようなまとまりとできるような規模とし，

寮生は舎監から感化を受けながら，しらずしらずのうち

に自ら規律ある生活と善良な家庭を営めるようになるこ

とが目指された注1)。 

創立当初の寮舎の例を見ると，2 階建て和風住宅を 3

から４軒横につなげたようなつくりであり（図２-１），1

軒（1 寮とする）には 20 名超が住まうことになった。居

室については，個室はなく，畳敷きの居室をサイズによ

り 2 人から 7 人くらいで共有した。その後も 1 棟 1 寮か

ら 3 寮からなる寮舎がキャンパス周辺の敷地に建てられ， 

最終的には現在の寮地区である金山地区に集約された注

2)。明桂寮がその一角に開寮したのは 1927 年 9 月 1 日で

あった（図２-２）。 

 明桂寮は，鉄筋コンクリート造の地上３階・地下 1 階

建てで，4 人部屋 26 室，合計 104 人，それに，寮監 1 名， 

副寮監2名，女中4名を加えた111名で計画されており， 

 
図２-１ 創立当初のキャンパス内の寮 

 

図２-２ 寮地区の配置図（1957 年。上が真北） 

図２-３ 明桂寮平面図 

（左から地下１階，地上１階，２階。３階は２階と同様） 

従来の寮にくらべて大規模になっていた。また，徐々に

増えつつあったイス，ベッドで暮らす洋風の寮舎の一つ

である。日本女子大学校の校舎は清水組が設計・施工と

も手掛けることが多かったが，明桂寮および同時期の校

舎建築 2 棟は，引き続き同社が施工を担いつつ，設計は

1925 年に大学校教授に着任した建築家・佐藤功一（1878

年-1941 年）が行った。 

2.3 明桂寮の平面計画 

明桂寮の平面的外形（図２-３）は，大きくみると L

を反転させた逆 L 字形で，L の縦の部分が南北にのび，

横の部分が東西にのびている。1 階南面部分が一部突出

して 2 階にバルコニーを形成しているが，ほかは１階か

ら３階まで同じ位置で壁が立ち上がっている部分が多い。

L 字縦部分の北端に正面玄関，その西側に学生用玄関が

あるほか，上階に続く階段，寮監室，主婦室（学生の「主

婦当番」が使用する部屋）と便所が集められている。そ

れらの間を通る中廊下をたどって奥に進むと南面する大

きな食堂室に至り，その西端に台所や女中室が置かれた。

また入隅部にもう１つの階段があり，地階へはここから

降りていく。２階以上は，中廊下の両側に寮生の居室が

並べられた。 

1) 中廊下型の居室配置 

こうした平面構成の内，まず寮の根幹である居室の組

織の仕方，すなわち居室と廊下の関係について比較分析

してみたい。 

近代日本の学生寮の歴史を振り返ると，明治期の官立

大学では寮の施設があまりみられないが，官立高等学校 

および専門学校，そして私立大学では寮舎を備えること

が多かった。それらのうち平面のわかる事例を見ると，

東西に長く延びる木造 2 階建に廊下を通して居室をおさ

め，１階の端部や別棟に食堂や浴室をおき，複数の棟を

渡り廊下でつなぐ形式が多い。明治初期は廊下の両側に

居室が並ぶ中廊下形式もあったが，後期になると南側に

居室を並べ，北側に廊下をわたす北側片廊下が多くなっ

てくる注3)。それは文部省が 1895（明治 28）年に出した

学校建築の指針で，採光と効率性を重視して，北側片廊

下を推奨した注4)ことが関係していると推測される。一方，

創立期の日本女子大の場合，先に述べたように，東西に

長い棟ではあるものの長大な廊下でつなぐことはせず，

ある程度の規模で区切っている。そして，1 階，2 階とも

居室は南面させる一方，1 階では中廊下をつくり，北側

に台所と食事室を配置するのが定番のようであった。 

また明桂寮建設から少し後の時期に出版された『高等

建築學』の第 20 巻「学校」に「寄宿舎」の項があり設計

指針が示されている。そこには廊下と居室の関係につい

てのはっきりとした説明はないが，就寝場所と学習スペ

ースを別の部屋にする場合に，北側片廊下としてすべて

南側に配置するか中廊下をはさんで両側に配置するかを
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20)～23)を用い，計画や意匠を歴史的に位置づける。 

2.2 明桂寮建設の背景 

1901 年に創立した日本女子大学校（当時の制度では専

門学校）は日本における女子高等教育の草分けである。

創立者成瀬仁蔵は「注入的」「機械的」ではなく「開発的」

「自動［自発］的」教育法を説き，学生寮もその実践の

場として重視した。寮舎は兵営のようではなく 10 名程度

を１つの家庭のようなまとまりとできるような規模とし，

寮生は舎監から感化を受けながら，しらずしらずのうち

に自ら規律ある生活と善良な家庭を営めるようになるこ

とが目指された注1)。 

創立当初の寮舎の例を見ると，2 階建て和風住宅を 3

から４軒横につなげたようなつくりであり（図２-１），1

軒（1 寮とする）には 20 名超が住まうことになった。居

室については，個室はなく，畳敷きの居室をサイズによ

り 2 人から 7 人くらいで共有した。その後も 1 棟 1 寮か

ら 3 寮からなる寮舎がキャンパス周辺の敷地に建てられ， 

最終的には現在の寮地区である金山地区に集約された注

2)。明桂寮がその一角に開寮したのは 1927 年 9 月 1 日で

あった（図２-２）。 

 明桂寮は，鉄筋コンクリート造の地上３階・地下 1 階

建てで，4 人部屋 26 室，合計 104 人，それに，寮監 1 名， 

副寮監 2名，女中 4名を加えた 111名で計画されており， 

 
図２-１ 創立当初のキャンパス内の寮 

 

図２-２ 寮地区の配置図（1957年。上が真北） 

図２-３ 明桂寮平面図［web版では非公開］ 

（左から地下１階，地上１階，２階。３階は２階と同様） 

従来の寮にくらべて大規模になっていた。また，徐々に

増えつつあったイス，ベッドで暮らす洋風の寮舎の一つ

である。日本女子大学校の校舎は清水組が設計・施工と

も手掛けることが多かったが，明桂寮および同時期の校

舎建築 2 棟は，引き続き同社が施工を担いつつ，設計は

1925 年に大学校教授に着任した建築家・佐藤功一（1878

年-1941 年）が行った。 

2.3 明桂寮の平面計画 

明桂寮の平面的外形（図２-３）は，大きくみると L

を反転させた逆 L 字形で，L の縦の部分が南北にのび，

横の部分が東西にのびている。1 階南面部分が一部突出

して 2 階にバルコニーを形成しているが，ほかは１階か

ら３階まで同じ位置で壁が立ち上がっている部分が多い。

L 字縦部分の北端に正面玄関，その西側に学生用玄関が

あるほか，上階に続く階段，寮監室，主婦室（学生の「主

婦当番」が使用する部屋）と便所が集められている。そ

れらの間を通る中廊下をたどって奥に進むと南面する大

きな食堂室に至り，その西端に台所や女中室が置かれた。

また入隅部にもう１つの階段があり，地階へはここから

降りていく。２階以上は，中廊下の両側に寮生の居室が

並べられた。 

1) 中廊下型の居室配置 

こうした平面構成の内，まず寮の根幹である居室の組

織の仕方，すなわち居室と廊下の関係について比較分析

してみたい。 

近代日本の学生寮の歴史を振り返ると，明治期の官立

大学では寮の施設があまりみられないが，官立高等学校 

および専門学校，そして私立大学では寮舎を備えること

が多かった。それらのうち平面のわかる事例を見ると，

東西に長く延びる木造 2 階建に廊下を通して居室をおさ

め，１階の端部や別棟に食堂や浴室をおき，複数の棟を

渡り廊下でつなぐ形式が多い。明治初期は廊下の両側に

居室が並ぶ中廊下形式もあったが，後期になると南側に

居室を並べ，北側に廊下をわたす北側片廊下が多くなっ

てくる注3)。それは文部省が 1895（明治 28）年に出した

学校建築の指針で，採光と効率性を重視して，北側片廊

下を推奨した注4)ことが関係していると推測される。一方，

創立期の日本女子大の場合，先に述べたように，東西に

長い棟ではあるものの長大な廊下でつなぐことはせず，

ある程度の規模で区切っている。そして，1 階，2 階とも

居室は南面させる一方，1 階では中廊下をつくり，北側

に台所と食事室を配置するのが定番のようであった。 

また明桂寮建設から少し後の時期に出版された『高等

建築學』の第 20 巻「学校」に「寄宿舎」の項があり設計

指針が示されている。そこには廊下と居室の関係につい

てのはっきりとした説明はないが，就寝場所と学習スペ

ースを別の部屋にする場合に，北側片廊下としてすべて

南側に配置するか中廊下をはさんで両側に配置するかを



 
ㄽじている。その場合「㚩筋コンクリート造寄宿舎に᪊

ては⥂⃽上，［中廊下をはさんで寝室と自習室を配置す

る］（F）の配ิが用ࡦられるが［北ྥきの部屋ができて

しまうので］⏒ࡔ㑇᠍である。」とあった注5)。つまり中

廊下にすることは「㑇᠍」なことであり，㈝用や敷地が

チせࡤ引き続き北側片廊下がᮃまれた。例えࡤ佐藤功一

が設計したὠ⏣ሿ女子大学の寮（1931 年）は，5& 造なが

ら㑹外のᗈ大な敷地でコの字形のࡺったりとした平面を

ᣢち，北側片廊下で南面居室を多数実現させている注6)。 

一方，敷地がチしても東西に長い宿舎をዲまない場合

もある。同時期の 5& 造のもう一つの事例である学習㝔高

等⛉᫛和寮（1928 年）では，敷地が比較的ᗈく東西方ྥ

に長い宿舎をసることができた。しかし実㝿は 5& である

ものの 2 階建ての寮舎 4 棟に分棟し，内部は中廊下型と

した注7)。この寮はイࢠリスのイートン校の寄宿舎を模⠊

としたといわれており，それがこうした住宅並みの規模

をせㄳし，さらに中廊下の平面構成をᣍいたと⪃えられ

る。よって⤒῭性や実用的⌮⏤ࡔけでなく，⌮ᛕがあっ

て中廊下になることもあったようࡔ。 

以上を㋃まえつつ明桂寮がおかれた᮲௳を⪃えると，

まずは敷地形≧という現実的なၥ㢟が大きい。明桂寮の

敷地はやや南北に長く，また北側で㞄᥋する寮が㏕り，

東側，南側にも高పᕪがあって，使えるᅵ地が逆 L 字形

そのものであったからである（図２-２）。ここで↓⌮を

して東西に長い片廊下を 2 棟సるよりは，コストもᢚえ

られる南北に長い中廊下をసる方がḟ善の⟇であࢁう。 

たࡔ中廊下にするにあたってある程度のࣔࢹルをᣢ

っていたྍ⬟性がある。『高等建築學』にᥖ㍕された࣓࢔

リ࢝の学生寮の事例のほとんどが中廊下の構成であるか

らである。また平面඲యがわかる例では 7 字形や༑字形

となっており，明桂寮の逆 L 字形の明桂寮が自↛なもの

に見えてくる。敷地の制約がある中でも，設計者はある

程度の専門的⿬௜けと自ಙをもって中廊下の平面計画を

進めたのではないࢁࡔうか。 

  

図２-㸲ࠗ㧗➼建⠏Ꮵ （࠘1935 年）ᥖ㍕の࣓࢝ࣜ࢔のᏛ⏕寮 

2) 食堂・台所のඃ㐝 

明桂寮は，食堂や台所に南面する見ᬕらしのよいスペ

ースを୚えているのも≉ᚩである。台所では出❆をつけ

て 3 方ྥから光をྲྀり入れているのと同時に，北西に❆

のない㈓蔵ᗜを配置し西日を㜵いでいた。Ὑ℆場も地下

ながら南面ഴᩳ地にあるため日当たりがよい（図２-３）。

従来の日本女子大学の木造寮では，居室はᚲず南面させ

る一方，ṧりの機⬟を１階の北側に置いていたので大き

なኚ化である。 

こうした≉ᚩをもたらしたせᅉは，当時の家ᨻ⛉の主

任教授で後に学長となる஭上⚽のᙳ㡪が⪃えられる。ᙼ

女のⴭ᭩『最᪂家事ᥦせ』（1926 年）には，པᡣは南東

ྥきとし食ရや食ჾの≧ែがよくわかるようにせよと᭩

かれているのである。家ᨻ学を主ᑟする学校としての共

用✵間，家事✵間にᑐする⪃え方が⾲れた平面といえる

のではないࢁࡔうか注8)。 

2.� 明桂寮の様ᘧとព໶ 

以下では࢓ࣇサードࢨࢹインをまとめあげた建築ᵝ

式を⪃ᐹしていく。 

本建≀はコンクリートの㌣యを平⁥なࣔルࢱルで仕

上げており，ᗄఱ学的で「ࣔࢲン」との༳㇟を୚える。

しかしࢸ࢕ࢹールをつぶさに見ると，西洋でఏ⤫的に用

いられてきた建築ࣔࢳーࣇが多くみられる。しかもそれ

らにはࢩࢦックとルࢿサンスのせ⣲がΰ在している。 

まず，壁面඲యの構成（図㸲-１ཧ↷）を見るとルࢿ

サンス的である。1 階にはᵝ々な突出部があるものの，

２，３階は同じ平面上に壁が立ち上がっており，そこに

❆がᆒ等に๭られて「ᆒᩚ」「ㄪ和」を感じさせられる。

食堂の 4 㐃の࢔ーࢳ❆にはサンバースト型のᱞを入れ，

また室内において㙾ᯈの入った᱋式の開きᡞが多く，ྂ

඾⣔⤫のᵝ式にᒓすることを示している。᭦に外壁㡬部

のコーニスもしっかりࢨࢹインされている。 

一方ࢸ࢕ࢹールにはࢩࢦックのせ⣲が㢦を出してい

る。例え１，ࡤ階に 2 か所ある多角形平面の突出部は「ベ

イ・࢕࢘ンド࢘」とุ別できる（図２-㸳）。また࢔ーࢳ

❆の外壁側には，㏕ඖから㏕ඖまでᗊ≧の突出部がつけ

られている（図２-㸴）。こうしたᗊのある࢔ーࢳは┱≧

❆上㣭り（H\HEURZ ZLQGRZ KHDGV）とよࡤれ，ࢩࢦック

⏤来で，19 ୡ⣖のリバイバル建築でも用いられた。┱≧

❆上㣭りの端部には水切りのようなࣞイࣈル・ストッࣉ

（ODEHO VWRS）が௜けられることがあるが，明桂寮にも

Ꮡ在し，その出自をはっきりと示している注9)。なお方形

の❆上のᗊについては，ルࢿサンス・リバイバルで用い

られた❆上㣭り（ZLQGRZ KHDGV）とみられる。 

このように，ࢩࢦックとルࢿサンスが共Ꮡする≧ែと

いうのは 19 ୡ⣖後༙のᢡ⾺ᵝ式でよくみられた。その中

でも，ⱥ⡿の住宅ࢨࢹインで人Ẽのあったイࢱリࢿ࢔イ

トᵝ式には，ᅄ角いࣦ࢛リࣗー࣒に࢔ーࢳや方形の❆が

ᆒ等に✸たれ，❆上㣭りが見られる事例が多い。さらに

ⱥᅜ発であるためベイ・࢕࢘ンド࢘がつくことがあり（図

２-㸵），明桂寮と共通している注10)。日本の西洋建築は

19 ୡ⣖後༙にྲྀり入れられたためᢡ⾺的なᵝ式が少な

くないが，イࢱリࢿ࢔イトと࿧べるような例はⴭ者（㕥

木）は見たことがなく，㠀ᖖに⌋しい。 

室内については先行◊✲がྂ෗┿で☜ㄆしている注11)

が，壁⣬は᳜≀᯶の壁⣬で，ᱱのࣁンࢳの⁽႞仕上げに 

 
20)～23)を用い，計画や意匠を歴史的に位置づける。 

2.2 明桂寮建設の背景 

1901 年に創立した日本女子大学校（当時の制度では専

門学校）は日本における女子高等教育の草分けである。

創立者成瀬仁蔵は「注入的」「機械的」ではなく「開発的」

「自動［自発］的」教育法を説き，学生寮もその実践の

場として重視した。寮舎は兵営のようではなく 10 名程度

を１つの家庭のようなまとまりとできるような規模とし，

寮生は舎監から感化を受けながら，しらずしらずのうち

に自ら規律ある生活と善良な家庭を営めるようになるこ

とが目指された注1)。 

創立当初の寮舎の例を見ると，2 階建て和風住宅を 3

から４軒横につなげたようなつくりであり（図２-１），1

軒（1 寮とする）には 20 名超が住まうことになった。居

室については，個室はなく，畳敷きの居室をサイズによ

り 2 人から 7 人くらいで共有した。その後も 1 棟 1 寮か

ら 3 寮からなる寮舎がキャンパス周辺の敷地に建てられ， 

最終的には現在の寮地区である金山地区に集約された注

2)。明桂寮がその一角に開寮したのは 1927 年 9 月 1 日で

あった（図２-２）。 

 明桂寮は，鉄筋コンクリート造の地上３階・地下 1 階

建てで，4 人部屋 26 室，合計 104 人，それに，寮監 1 名， 

副寮監2名，女中4名を加えた111名で計画されており， 

 
図２-１ 創立当初のキャンパス内の寮 

 

図２-２ 寮地区の配置図（1957 年。上が真北） 

図２-３ 明桂寮平面図 

（左から地下１階，地上１階，２階。３階は２階と同様） 

従来の寮にくらべて大規模になっていた。また，徐々に

増えつつあったイス，ベッドで暮らす洋風の寮舎の一つ

である。日本女子大学校の校舎は清水組が設計・施工と

も手掛けることが多かったが，明桂寮および同時期の校

舎建築 2 棟は，引き続き同社が施工を担いつつ，設計は

1925 年に大学校教授に着任した建築家・佐藤功一（1878

年-1941 年）が行った。 

2.3 明桂寮の平面計画 

明桂寮の平面的外形（図２-３）は，大きくみると L

を反転させた逆 L 字形で，L の縦の部分が南北にのび，

横の部分が東西にのびている。1 階南面部分が一部突出

して 2 階にバルコニーを形成しているが，ほかは１階か

ら３階まで同じ位置で壁が立ち上がっている部分が多い。

L 字縦部分の北端に正面玄関，その西側に学生用玄関が

あるほか，上階に続く階段，寮監室，主婦室（学生の「主

婦当番」が使用する部屋）と便所が集められている。そ

れらの間を通る中廊下をたどって奥に進むと南面する大

きな食堂室に至り，その西端に台所や女中室が置かれた。

また入隅部にもう１つの階段があり，地階へはここから

降りていく。２階以上は，中廊下の両側に寮生の居室が

並べられた。 

1) 中廊下型の居室配置 

こうした平面構成の内，まず寮の根幹である居室の組

織の仕方，すなわち居室と廊下の関係について比較分析

してみたい。 

近代日本の学生寮の歴史を振り返ると，明治期の官立

大学では寮の施設があまりみられないが，官立高等学校 

および専門学校，そして私立大学では寮舎を備えること

が多かった。それらのうち平面のわかる事例を見ると，

東西に長く延びる木造 2 階建に廊下を通して居室をおさ

め，１階の端部や別棟に食堂や浴室をおき，複数の棟を

渡り廊下でつなぐ形式が多い。明治初期は廊下の両側に

居室が並ぶ中廊下形式もあったが，後期になると南側に

居室を並べ，北側に廊下をわたす北側片廊下が多くなっ

てくる注3)。それは文部省が 1895（明治 28）年に出した

学校建築の指針で，採光と効率性を重視して，北側片廊

下を推奨した注4)ことが関係していると推測される。一方，

創立期の日本女子大の場合，先に述べたように，東西に

長い棟ではあるものの長大な廊下でつなぐことはせず，

ある程度の規模で区切っている。そして，1 階，2 階とも

居室は南面させる一方，1 階では中廊下をつくり，北側

に台所と食事室を配置するのが定番のようであった。 

また明桂寮建設から少し後の時期に出版された『高等

建築學』の第 20 巻「学校」に「寄宿舎」の項があり設計

指針が示されている。そこには廊下と居室の関係につい

てのはっきりとした説明はないが，就寝場所と学習スペ

ースを別の部屋にする場合に，北側片廊下としてすべて

南側に配置するか中廊下をはさんで両側に配置するかを
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図２-㸳 明桂寮እほ。ᡭ๓࢕࣭࢘࢖࣋࡟ン࢘ࢻがぢࡿ࠼。

 
図２-㸴 ┱≧❆上㣭ࡾと࣭ࣞࣝࣈ࢖スࣉࢵࢺ 

はࢩࢵࢧ） 197� 年࡟஺᥮ࡓࢀࡉ᪂ࡶ࠸ࡋの） 

図２-㸵⡿ᅜのࢺ࢖ࢿ࢔ࣜࢱ࢖の㑰Ꮿ࢙ࣝ࢘ࢻࣅࠕ㑰 （ࠖ1��5） 

 巻型のᾋ᙮が施されている。ᛂ᥋室にはⰍの⃰い᯶≀

の⤧Ẩと壁⣬が入り，඲య的にࣦ࢕クトリ࢔ン時代のイ

ンࢸリ࢔といった風᝟ࡔ（ᾋ᙮以外は現Ꮡしない）。 

たࡔし，佐藤功一は１つのᵝ式を᏶඲に෌現すること

を▪ᣢとする建築家ではないということも述べておかな

けれࡤならない。佐藤は学校建築やබ఍堂建築ではࢩࢦ

ックを，ᗇ舎建築では堂々たるルࢿサンスやྂ඾主⩏建

築を，と場面にᛂじてᵝ式を自在に使いこなし，また歴

史ᵝ式をそのまま模ೌするのではなく，時に࣏ࣟࣉーࢩ

ࣙンをኚ᭦しせ⣲を組み立て┤すなど私ᵝ式化していた。

明桂寮の台所設計でも，多角形の平面が出てきたのは最

後の方とみられ注12)，ᵝ式ありきで外ほを計画したので

はないࢁࡔう。まず，学生寮という用㏵のために比較的

ᆒ㉁な立面となりやすい一方，逆 L 字という平面外形に

おさめるᚲせ上，㠀ᑐ⛠な構成になる⣲地があった。日

本の住宅に近いᗊというせ⣲や，ⱝい女性が住まう場に

さわしい⣽やかさや℣ὗさから，ᢡ⾺ᵝ式でᩚえるのࡩ

が㐺当と⪃えたのではないࢁࡔうか。 

一方「ࣔࢲン」指ྥではないものの，⿦㣭は᥍えめで

あり，ࢸクスࢳャーを感じさせない外ほとなっているⅬ

を᏶඲に↓視するわけにはいかない。佐藤は，どの建≀

とはゝわないものの「ࢭࢭッࣙࢩンの建築を行つて᜼ࡦ

をṧした」とゝったとఏえられており注13)，また後にイ

ンࢱーࢼࣙࢩࢼルᵝ式に近い外ほの建≀を設計したこと

もあり，᪂しい₻ὶにもᩄ感であった。佐藤自㌟のࢭࢭ

ッࣙࢩンの見方としては，一つに，㦵᱁はྂ඾ᵝ式なが

ら┤⥺を多く採用しつつ，⣽部は⳹やかで⊂自の⿦㣭を

㏣いồめるものを「ࢭࢭッࣙࢩン式」（例えࢭࢭࡤッࣙࢩ

ン㤋や࣐ࣚル࢘ࣁ࢝スなど）とし，もう一つは࢜ットー・

ーがゝったような「用㏵を正しく⌮ゎし‶㊊させࢼࢢ࣡

る」「合⌮的で⤒῭的な構造を採用する」というែ度を「ࢭ

ン的手法」として，後者をᨭᣢした。同時に「先ࣙࢩッࢭ

ず在来のᵝ式を඘分に◊✲した後に，日本のᮦᩱや構造

風習等に良く合ࡩᵝにするといࡩ方法をྲྀらなけれࡤな

らࡠ」とも述べていてὀ1��，ᢡ⾺ᵝ式をベースとしながら

⿦㣭を᥍えた明桂寮のࣟࣉ࢔ーࢳに合⮴する。明桂寮の

外ほは，近代という時代にࡩさわしい建築をもとめて佐

藤なりにヨ行㘒ㄗをした㌶㊧の一部といえよう。 

 

3. 㕲➽ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ建㐀ᢏ⾡のṔྐⓗ◊✲ 

3.1 ◊✲の᪉ἲ 

大正から᫛和にかけての日本の建設ᴗ⏺は，鉄㦵造，

5& 造建≀がᬑཬしていく時期にあった。そのᏳ඲性を☜

ಖすべくᕷ⾤地建≀法施行規๎（以下≀法。明桂寮┤近

では 1926 年ᨵ正）がᮦᩱやコンクリートᙉ度，配筋を定

めていたほか，日本建築学఍が施工方法を建築仕ᵝ᭩と

して㝶時発⾲し（明桂寮๓後では 1923 年と 1929 年），実

ົのཧ⪃とされた。一方ྛ工事では実㝿の使用機ჾやコ

ンクリートの配合等を「᪂築工事仕ᵝ᭩」というグ㘓に

ṧすものࡔった。明桂寮についてはそうした㈨ᩱは発見

されなかったので，同時代の出版≀に見られるᶆ‽的手

法文 24)～26)，注15)や清水組の施工手法でุ明していること文

27)～28)を㋃まえながら，明桂寮建≀にṧる⑞㊧やコンクリ

ートのᮦ㉁，配筋ᅗなどからからわかる᝟ሗを加えて，

建造㐣程を᚟ඖしていく。 

3.2 同᫬௦のᶆ‽ⓗᆺᯟ࣭㕲➽ᕤ஦と建≀࡟ṧࡿ⑞㊧ 

この時期のコンクリート型ᯟ工事については 1928 年

ห行の「建築學᭳パンࣞࣇット第 1 ㍴第஧⹰㚩筋コンク

リート構造施工指針」がヲしい。それによれࡤ，型ᯟは，

高さはᰕ඲長（1 ᒙ）分，また壁は水平方ྥにいくつか

に分๭しながら建てこんでいく。現場でࡤらᯈを組んで

いくが，壁ではᯈを横使いとし，縦ᱞをあて，さらにそ

の外側から水平の「⭡㉳し」をあてる（図 3-1）。それら

を鉄⥺でつないでしめつける一方，内側へのಽれこみや

ずれを㜵ぐࢭパࣞーࢱー（間㝸片）として➉，鉄≀，コ

ンクリートࣟࣈック，木⟽などがᣲげられた。また型ᯟ

内を清ᤲし水をながしかけられるようにするため，下方

のᯈ 1 ᯛを外せるようにせよとあった注16)。 

一方清水組においては，〇ᮦ工場ではじめからࡤらᯈ

を᱋でつないで２ᑻ [㸴ᑻ（60FP�180FP）の定ᑻパࢿル

とする「᱋式ሖᯈ型ᯟ」を 1924 年に実用᪂᱌としてⓏ㘓

し，用いるようになっていた注17)。この場合，ࡤらᯈは 2

ᑻ長さの縦使いとなり，横ᱞ（᱋）でつないで，⭡㉳し

は縦使いࡔった（図３-２）。明桂寮の仕上げ๤ⴠ⟠所で 
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は，17 ᖜ程度のᯈが縦使いで用いられている⑞がࢳンࢭ

見え，᱋式ሖᯈ型ᯟが用いられことがわかる（図３-３）。

一方，別の個所では縦横使いがΰ在しており，᱋式であ

ってもཝᐦな使い方があったわけではないようࡔ。また

鉄⥺がṧᏑしている⟠所（図３-３）があり，᱋式でも⥾

め௜け方は同じࡔったことがわかった。 

鉄筋工事については，㟈⅏๓は␗形鉄筋を加工せず使

っていたが，㟈⅏を⤒てࣇックの重せ性がㄆ㆑され，㈝

用の面から୸㗰にࣇックをつけることが主ὶになった。

明桂寮も鉄筋㟢出部の目視で୸㗰であることが☜ㄆされ

た。ᅗ面によれࡤ多くの鉄筋端部に 90 度のࣇックがつけ

られ，壁はࣈࢲル配筋ࡔった。かぶりཌさをᅗ面からᣠ

うとᰕは１ᑍ（30 ੈ）で設計されていた。しかし主筋の

外側に渡されたᖏ筋はあまりཌみをᣢって⾲グされてお

らず，かぶりཌは主筋にᑐしてのものࡔったྍ⬟性があ

る（図３-㸲）。なお 1926 年หの᭩⡠『ΰจᅵ工事の実㝿』

にはバーサ࣏ートのᅗ（図３-㸳）もあったが，明桂寮で

ほᐹできる⟠所に見ることはできなかった。 

3.3 同᫬௦のᶆ‽ⓗࢥンࢺ࣮ࣜࢡㄪྜ，ᡴࡕ᪉，⥾ᅛࡵ 

ᡴ㎸みに使用するコンクリートの配合については，

1920 年代の≉Ⰽとして，࣓ࢭントと㦵ᮦのみの比ࡔけが

定められていたということが▱られている。☜実なᙉ度

の発現のために現在最も重せ視される「水・࣓ࢭント比

（༢位ᐜ✚の࣓ࢭントにおける水の重㔞）」⌮ㄽは 1918

年に⡿ᅜで発⾲されていたものの，日本での実㉁的なᑟ

入は 1930 年こࢁであり，日本建築学఍の建築工事仕ᵝ᭩

にྲྀり入れられたのは 1932 年のᨵゞ時であった。明桂寮

に㐺用されたとみられる 1923 年の仕ᵝ᭩でも，࣓ࢭン

ト㸸⣽㦵ᮦ（◁）㸸⢒㦵ᮦ（◁฼または○▼）が 95 ン࣏

ド㸸◁ 2 立方ᑻ㸸จཎ㧓［⢒㦵ᮦ］4 立方ᑻとࡔけ定め

られており，水㔞へのゝཬはみられない。 

᪤ ◊✲によれࡤ，᪂⌮ㄽᑟ入๓は施工しにくい壁や

ᰕでは水を増やし，施工しやすいᗋ等水平面は◳⦎りと

としたྍ⬟性が高いとされ，実㝿，複数の同₶఍࢔パー

ト࣓ントから採ྲྀしたコンクリートコ࢔のうちᗋのᅽ⦰

ᙉ度が高く出ている注18)。『ΰจᅵ工事の実㝿』でも，「ᰕ 

のᡴち㎸みにおいては͐ປຊを少なくするⅬから水を少

し多くする」とある。一方，1928 年หである「學᭳パン

ット」は，施工が㞴しい場合は㦵ᮦのサイズでㄪᩚࣞࣇ

し，水，࣓ࢭント比は一定にせよとしていて注19)明桂寮

建設当時は⪃え方の転᥮のさなかにあった。 

壁のᡴち方について引き続き「學᭳パンࣞࣇット」の

ゎ説をたどれࡤ，一か所ࡔけでᡴち㎸むとᩳめの⥅ࡂ目

や㇋ᯈ（ࢪャン࢝）ができることがあるため，できるࡔ

けᆒ一に行うこととしている。1923 年の学఍の仕ᵝ᭩に

よれࡤ「一ᅇのᡴち㎸み高さは 6 ᑻ（180FP）まで」であ

るが，「パンࣞࣇット」はよりៅ重で 1 ᑻ（30FP）程度と

している。同₶఍上㔝下࢔パート࣓ントのᡴち㎸み高さ

は 30FP から 50FP とのሗ࿌がある。 

⥾ᅛめについては，壁やᰕの一番下の方はసᴗ面から

3，4P と㐲くなるためᦍきᅛめしにくい，と注意がಁさ

れている。㐨ලとして┤ᚄ 3FP，長さ 2-4P の㟷➉の先端

に「鉄ἅ［㋟鉄のこと］」をはめたものを用いるが，壁の

場合，先端がよりᡥ平な工ලが㐺当である。これらをᡴ

ち㎸み๓から配筋の内外にさしこんでおき，ᡴち㎸むࡈ

とにᦍきᅛめる，とあった。またᗋ版はὸいため施工し

やすいが，ྛ所まんべんなくᦍきᅛめるのは㞴しく，Ἔ

᩿するとᗋ版ᗏ部で主筋が見えたり㇋ᯈ≧になることが

あると注意をಁしている。 

 ᪋ᕤの≧ἣࡿかࢃの≧ែからࢺ࣮ࣜࢡンࢥ 3.3

続いて明桂寮のコンクリート施工の実ែを建≀にṧ

る⑞㊧やᅽ⦰ᙉ度から推定する。まずᡴち㎸み高さにつ

いて，仕上げ๤ⴠ部をほᐹした⤖ᯝ 30FP と 60FP がΰ在

していた。60FP がほᐹされたのは開ཱྀ部近くであるので， 
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けれࡤならない。佐藤は学校建築やබ఍堂建築ではࢩࢦ

ックを，ᗇ舎建築では堂々たるルࢿサンスやྂ඾主⩏建

築を，と場面にᛂじてᵝ式を自在に使いこなし，また歴

史ᵝ式をそのまま模ೌするのではなく，時に࣏ࣟࣉーࢩ

ࣙンをኚ᭦しせ⣲を組み立て┤すなど私ᵝ式化していた。

明桂寮の台所設計でも，多角形の平面が出てきたのは最

後の方とみられ注12)，ᵝ式ありきで外ほを計画したので

はないࢁࡔう。まず，学生寮という用㏵のために比較的

ᆒ㉁な立面となりやすい一方，逆 L 字という平面外形に

おさめるᚲせ上，㠀ᑐ⛠な構成になる⣲地があった。日

本の住宅に近いᗊというせ⣲や，ⱝい女性が住まう場に

さわしい⣽やかさや℣ὗさから，ᢡ⾺ᵝ式でᩚえるのࡩ

が㐺当と⪃えたのではないࢁࡔうか。 

一方「ࣔࢲン」指ྥではないものの，⿦㣭は᥍えめで

あり，ࢸクスࢳャーを感じさせない外ほとなっているⅬ

を᏶඲に↓視するわけにはいかない。佐藤は，どの建≀

とはゝわないものの「ࢭࢭッࣙࢩンの建築を行つて᜼ࡦ

をṧした」とゝったとఏえられており注13)，また後にイ

ンࢱーࢼࣙࢩࢼルᵝ式に近い外ほの建≀を設計したこと

もあり，᪂しい₻ὶにもᩄ感であった。佐藤自㌟のࢭࢭ

ッࣙࢩンの見方としては，一つに，㦵᱁はྂ඾ᵝ式なが

ら┤⥺を多く採用しつつ，⣽部は⳹やかで⊂自の⿦㣭を

㏣いồめるものを「ࢭࢭッࣙࢩン式」（例えࢭࢭࡤッࣙࢩ

ン㤋や࣐ࣚル࢘ࣁ࢝スなど）とし，もう一つは࢜ットー・

ーがゝったような「用㏵を正しく⌮ゎし‶㊊させࢼࢢ࣡

る」「合⌮的で⤒῭的な構造を採用する」というែ度を「ࢭ

ン的手法」として，後者をᨭᣢした。同時に「先ࣙࢩッࢭ

ず在来のᵝ式を඘分に◊✲した後に，日本のᮦᩱや構造

風習等に良く合ࡩᵝにするといࡩ方法をྲྀらなけれࡤな

らࡠ」とも述べていてὀ1��，ᢡ⾺ᵝ式をベースとしながら

⿦㣭を᥍えた明桂寮のࣟࣉ࢔ーࢳに合⮴する。明桂寮の

外ほは，近代という時代にࡩさわしい建築をもとめて佐

藤なりにヨ行㘒ㄗをした㌶㊧の一部といえよう。 

 

3. 㕲➽ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ建㐀ᢏ⾡のṔྐⓗ◊✲ 

3.1 ◊✲の᪉ἲ 

大正から᫛和にかけての日本の建設ᴗ⏺は，鉄㦵造，

5& 造建≀がᬑཬしていく時期にあった。そのᏳ඲性を☜

ಖすべくᕷ⾤地建≀法施行規๎（以下≀法。明桂寮┤近

では 1926 年ᨵ正）がᮦᩱやコンクリートᙉ度，配筋を定

めていたほか，日本建築学఍が施工方法を建築仕ᵝ᭩と

して㝶時発⾲し（明桂寮๓後では 1923 年と 1929 年），実

ົのཧ⪃とされた。一方ྛ工事では実㝿の使用機ჾやコ

ンクリートの配合等を「᪂築工事仕ᵝ᭩」というグ㘓に

ṧすものࡔった。明桂寮についてはそうした㈨ᩱは発見

されなかったので，同時代の出版≀に見られるᶆ‽的手

法文 24)～26)，注15)や清水組の施工手法でุ明していること文

27)～28)を㋃まえながら，明桂寮建≀にṧる⑞㊧やコンクリ

ートのᮦ㉁，配筋ᅗなどからからわかる᝟ሗを加えて，

建造㐣程を᚟ඖしていく。 

3.2 同᫬௦のᶆ‽ⓗᆺᯟ࣭㕲➽ᕤ஦と建≀࡟ṧࡿ⑞㊧ 

この時期のコンクリート型ᯟ工事については 1928 年

ห行の「建築學᭳パンࣞࣇット第 1 ㍴第஧⹰㚩筋コンク

リート構造施工指針」がヲしい。それによれࡤ，型ᯟは，

高さはᰕ඲長（1 ᒙ）分，また壁は水平方ྥにいくつか

に分๭しながら建てこんでいく。現場でࡤらᯈを組んで

いくが，壁ではᯈを横使いとし，縦ᱞをあて，さらにそ

の外側から水平の「⭡㉳し」をあてる（図 3-1）。それら

を鉄⥺でつないでしめつける一方，内側へのಽれこみや

ずれを㜵ぐࢭパࣞーࢱー（間㝸片）として➉，鉄≀，コ

ンクリートࣟࣈック，木⟽などがᣲげられた。また型ᯟ

内を清ᤲし水をながしかけられるようにするため，下方

のᯈ 1 ᯛを外せるようにせよとあった注16)。 

一方清水組においては，〇ᮦ工場ではじめからࡤらᯈ

を᱋でつないで２ᑻ [㸴ᑻ（60FP�180FP）の定ᑻパࢿル

とする「᱋式ሖᯈ型ᯟ」を 1924 年に実用᪂᱌としてⓏ㘓

し，用いるようになっていた注17)。この場合，ࡤらᯈは 2

ᑻ長さの縦使いとなり，横ᱞ（᱋）でつないで，⭡㉳し

は縦使いࡔった（図３-２）。明桂寮の仕上げ๤ⴠ⟠所で 
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図３-１ ⌧ሙ࡛᪋ᕤࡿࡍ，ቨ⏝のࢥンࢺ࣮ࣜࢡᆺᯟ 

 
図３-２ ࠕ᱋ᘧሖᯈᆺᯟࠖ 

 

図３-３ ༡面እቨの௙上ࡆ๤ⴠ㒊ศࢆ上からぢࡓ様Ꮚ 

 
図３-㸲 明桂寮㟷↝図ᰕ⾲ࡾࡼかࡾࡪཌࡉがࢃかࡿಶᡤ 

 
図３-㸳ࠕ㚩➽┦஫の఩置，㚩➽と೥ᯟ㛫の 

┦஫఩置ࢆಖᣢࠖࡵࡓࡿࡍの㔠≀の౛ 

 

は，17 ᖜ程度のᯈが縦使いで用いられている⑞がࢳンࢭ

見え，᱋式ሖᯈ型ᯟが用いられことがわかる（図３-３）。

一方，別の個所では縦横使いがΰ在しており，᱋式であ

ってもཝᐦな使い方があったわけではないようࡔ。また

鉄⥺がṧᏑしている⟠所（図３-３）があり，᱋式でも⥾

め௜け方は同じࡔったことがわかった。 

鉄筋工事については，㟈⅏๓は␗形鉄筋を加工せず使

っていたが，㟈⅏を⤒てࣇックの重せ性がㄆ㆑され，㈝

用の面から୸㗰にࣇックをつけることが主ὶになった。

明桂寮も鉄筋㟢出部の目視で୸㗰であることが☜ㄆされ

た。ᅗ面によれࡤ多くの鉄筋端部に 90 度のࣇックがつけ

られ，壁はࣈࢲル配筋ࡔった。かぶりཌさをᅗ面からᣠ

うとᰕは１ᑍ（30 ੈ）で設計されていた。しかし主筋の

外側に渡されたᖏ筋はあまりཌみをᣢって⾲グされてお

らず，かぶりཌは主筋にᑐしてのものࡔったྍ⬟性があ

る（図３-㸲）。なお 1926 年หの᭩⡠『ΰจᅵ工事の実㝿』

にはバーサ࣏ートのᅗ（図３-㸳）もあったが，明桂寮で

ほᐹできる⟠所に見ることはできなかった。 

3.3 同᫬௦のᶆ‽ⓗࢥンࢺ࣮ࣜࢡㄪྜ，ᡴࡕ᪉，⥾ᅛࡵ 

ᡴ㎸みに使用するコンクリートの配合については，

1920 年代の≉Ⰽとして，࣓ࢭントと㦵ᮦのみの比ࡔけが

定められていたということが▱られている。☜実なᙉ度

の発現のために現在最も重せ視される「水・࣓ࢭント比

（༢位ᐜ✚の࣓ࢭントにおける水の重㔞）」⌮ㄽは 1918

年に⡿ᅜで発⾲されていたものの，日本での実㉁的なᑟ

入は 1930 年こࢁであり，日本建築学఍の建築工事仕ᵝ᭩

にྲྀり入れられたのは 1932 年のᨵゞ時であった。明桂寮

に㐺用されたとみられる 1923 年の仕ᵝ᭩でも，࣓ࢭン

ト㸸⣽㦵ᮦ（◁）㸸⢒㦵ᮦ（◁฼または○▼）が 95 ン࣏

ド㸸◁ 2 立方ᑻ㸸จཎ㧓［⢒㦵ᮦ］4 立方ᑻとࡔけ定め

られており，水㔞へのゝཬはみられない。 

᪤ ◊✲によれࡤ，᪂⌮ㄽᑟ入๓は施工しにくい壁や

ᰕでは水を増やし，施工しやすいᗋ等水平面は◳⦎りと

としたྍ⬟性が高いとされ，実㝿，複数の同₶఍࢔パー

ト࣓ントから採ྲྀしたコンクリートコ࢔のうちᗋのᅽ⦰

ᙉ度が高く出ている注18)。『ΰจᅵ工事の実㝿』でも，「ᰕ 

のᡴち㎸みにおいては͐ປຊを少なくするⅬから水を少

し多くする」とある。一方，1928 年หである「學᭳パン

ット」は，施工が㞴しい場合は㦵ᮦのサイズでㄪᩚࣞࣇ

し，水，࣓ࢭント比は一定にせよとしていて注19)明桂寮

建設当時は⪃え方の転᥮のさなかにあった。 

壁のᡴち方について引き続き「學᭳パンࣞࣇット」の

ゎ説をたどれࡤ，一か所ࡔけでᡴち㎸むとᩳめの⥅ࡂ目

や㇋ᯈ（ࢪャン࢝）ができることがあるため，できるࡔ

けᆒ一に行うこととしている。1923 年の学఍の仕ᵝ᭩に

よれࡤ「一ᅇのᡴち㎸み高さは 6 ᑻ（180FP）まで」であ

るが，「パンࣞࣇット」はよりៅ重で 1 ᑻ（30FP）程度と

している。同₶఍上㔝下࢔パート࣓ントのᡴち㎸み高さ

は 30FP から 50FP とのሗ࿌がある。 

⥾ᅛめについては，壁やᰕの一番下の方はసᴗ面から

3，4P と㐲くなるためᦍきᅛめしにくい，と注意がಁさ

れている。㐨ලとして┤ᚄ 3FP，長さ 2-4P の㟷➉の先端

に「鉄ἅ［㋟鉄のこと］」をはめたものを用いるが，壁の

場合，先端がよりᡥ平な工ලが㐺当である。これらをᡴ

ち㎸み๓から配筋の内外にさしこんでおき，ᡴち㎸むࡈ

とにᦍきᅛめる，とあった。またᗋ版はὸいため施工し

やすいが，ྛ所まんべんなくᦍきᅛめるのは㞴しく，Ἔ

᩿するとᗋ版ᗏ部で主筋が見えたり㇋ᯈ≧になることが

あると注意をಁしている。 

 ᪋ᕤの≧ἣࡿかࢃの≧ែからࢺ࣮ࣜࢡンࢥ 3.3

続いて明桂寮のコンクリート施工の実ែを建≀にṧ

る⑞㊧やᅽ⦰ᙉ度から推定する。まずᡴち㎸み高さにつ

いて，仕上げ๤ⴠ部をほᐹした⤖ᯝ 30FP と 60FP がΰ在

していた。60FP がほᐹされたのは開ཱྀ部近くであるので， 



 
⾲３-１明桂寮のᅽ⦰ᙉᗘヨ㦂⤖ᯝ 

 

 
図３-㸴 Ꮫ⏕⏝⋞㛵（ධ㝮㒊）のᗊᗏ㒊の㕲➽⭉㣗，㟢ฟ 

 
図３-㸵 ２階༡ቨの㕲➽⭉㣗，㟢ฟ 

 

おそらく 1 ᅇの⦎りΰࡐ㔞は同じࡔが開ཱྀ部のᏑ在によ

りᚲせなコンクリート㔞が少なくなり，高さが増したと

⪃えられる。つまりᇶ本は 1 ᑻであったと⪃える。 

ḟにᅽ⦰ᙉ度ヨ㦂の⤖ᯝ（⾲３-１）を見ると， 12 か

所から採ྲྀしたヨᩱのうち，水平ᮦ（ኳ஭）2 か所が最

も高く，᪤ ◊✲と同ᵝのഴྥを示した。そして壁から

採ྲྀしたヨᩱの中では下階の方がややᙉ度が高く，上階

に行くとపいものが出てくる。また採ྲྀしたコ࢔をほᐹ

すると，１階で࣏ーࣛスな個所が複数見受けられた。こ

うした≧ἣから，下階では◳⦎りでコンクリートのᅇり

がᝏく，それをうけて，上階にいくにつれて水を増やし

つつᦍきᅛめも習⇍していったことが推測される。たࡔ

ᙉ度が「పい」といっても当時のᇶ‽ᙉ度（13�51�੍）

は㉺えており，やみくもに水を増す，ということではな

かったようࡔ。 

また片ᣢちの階段㋀り場やᗊの下面で鉄筋が㗵び，㟢

出している⟠所があった（図３-㸴）。学఍パンࣞࣇット

の見方に従うならࡤ，ὸい水平部ᮦࡺえの突きᅛめにく

さが現れたといえる。 

また２階南面壁のࣛࢸスᗋに᥋する部分で，鉄筋が㟢

出し◚᩿するほど㗵びている⟠所があった（図３-㸵）。

かぶりཌさが୙㊊していたྍ⬟性もあるが，ᦆയが⃭し

いため，2 階௬ᯟのᗏでコンクリートがうまくまわらず，

᪩くから水が入り㎸んでいたྍ⬟性も⪃えられる。 

 

�. 㕲➽ࢥンࢺ࣮ࣜࢡのຎ໬࡟㛵ࡿࡍ◊✲ 

�.1 ◊✲の᪉ἲ 

5& の構造≀において最も㑊けなけれࡤならないこと

は，ᙉ度のప下につながる鉄筋の㗵であり，それをもた

らすコンクリートの中性化が建≀のᑑ࿨の指ᶆとなって

きた。中性化以外ではコンクリートのྵ水≧ែが⭉食を

ᣍいているྍ⬟性が指᦬されࠊ近年それに着目した◊✲

が進められてきた文 29)�30)。たࡔし水か✵Ẽのいずれかが

㐽᩿されていれࡤ発㗵は㐜らせることができ，コンクリ

ートがᖖ時‵っている（┦ᑐ‵度で 90�以上）もので発

㗵しにくいഴྥがሗ࿌されている。逆に஝⇱したり‵っ

たりを⧞り返すような場所では，✵Ẽにゐれることで中

性化が進行し，㗵のもとである✵Ẽと水分が஺஫に౪⤥

されて発㗵しやすいことがわかってきた。また༑分なか

ぶりཌは，この஝‵による⎔ቃᙳ㡪を㍍ῶする上で重せ

であることが指᦬された注 36)。 

本◊✲においては，コンクリート㌣యの 4 か所，鉄筋

㸷本分の発㗵᝟ἣを☜ㄆし，その近ഐおよび別の個所の

壁యの⾲面と内部で㉁㔞ྵ水率（⤯ᑐ‵度）を測定した。

また㗵による壁のࡦび・๤ⴠ部分を目視ㄪᰝした⤖ᯝも

あわせて，㗵の進行度合いをもたらした᮲௳を⪃ᐹする。

なお㗵とかぶりཌさの関係についてはࠊヨᩱ採ྲྀ・測定

సᴗを౫㢗したᰴ式఍社ඵ洋コンサルࢱントの⏣中❶ኵ

Ặよりࡈ示၀をうけ着目・分析した。 

�.2 㗵のࢻ࣮ࣞࢢとྵỈ⋡，୰ᛶ໬ 

 まず，最も㗵が進行したࣞࢢード㸳にあたるのは，南

西端でࣔルࢱル仕上げが๤ⴠし，鉄筋が壁య⾲面まで㟢

出している⟠所であった。たࡔし，同じ個所を奥の方ま

で᩽ってみるとࣞࢢード２のものも見られる。ḟに外階

段の㋀り場の下の西壁が，㞵掛がないにもかかわらずࢢ

ࣞード３，ḟに 2 階北壁がࣞࢢード２，地下内壁がࣞࢢ

ード１であった（⾲㸲-１）。 

ḟに㗵のある個所についてかぶりཌさ௜近のྵ水率

を見ると，いずれも４～㸳㸣であり，㗵が発生するとさ

れる３㸣を超えている。たࡔしࣞࢢードと水分㔞が比例

するなどの関㐃性は見いࡔせなかった。発㗵にかかわら

ずᵝ々な個所のྵ水率を見ると，壁の⾲面とかぶりཌさ

௜近とも２㸣程度のもの（２階南側）がある一方，⾲面

は஝いていながら内部ࡔけ４～㸳㸣に㐩しているものも

あり（１階南側），そこではఱらかの水の౪⤥があるྍ⬟

性がある（⾲㸲-２）。 

また中性化については，まず室内の方が進みやすいと 
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おそらく 1 ᅇの⦎りΰࡐ㔞は同じࡔが開ཱྀ部のᏑ在によ

りᚲせなコンクリート㔞が少なくなり，高さが増したと

⪃えられる。つまりᇶ本は 1 ᑻであったと⪃える。 

ḟにᅽ⦰ᙉ度ヨ㦂の⤖ᯝ（⾲３-１）を見ると， 12 か

所から採ྲྀしたヨᩱのうち，水平ᮦ（ኳ஭）2 か所が最

も高く，᪤ ◊✲と同ᵝのഴྥを示した。そして壁から

採ྲྀしたヨᩱの中では下階の方がややᙉ度が高く，上階

に行くとపいものが出てくる。また採ྲྀしたコ࢔をほᐹ

すると，１階で࣏ーࣛスな個所が複数見受けられた。こ

うした≧ἣから，下階では◳⦎りでコンクリートのᅇり

がᝏく，それをうけて，上階にいくにつれて水を増やし

つつᦍきᅛめも習⇍していったことが推測される。たࡔ

ᙉ度が「పい」といっても当時のᇶ‽ᙉ度（13�51�੍）

は㉺えており，やみくもに水を増す，ということではな

かったようࡔ。 

また片ᣢちの階段㋀り場やᗊの下面で鉄筋が㗵び，㟢

出している⟠所があった（図３-㸴）。学఍パンࣞࣇット

の見方に従うならࡤ，ὸい水平部ᮦࡺえの突きᅛめにく

さが現れたといえる。 

また２階南面壁のࣛࢸスᗋに᥋する部分で，鉄筋が㟢

出し◚᩿するほど㗵びている⟠所があった（図３-㸵）。

かぶりཌさが୙㊊していたྍ⬟性もあるが，ᦆയが⃭し

いため，2 階௬ᯟのᗏでコンクリートがうまくまわらず，

᪩くから水が入り㎸んでいたྍ⬟性も⪃えられる。 

 

�. 㕲➽ࢥンࢺ࣮ࣜࢡのຎ໬࡟㛵ࡿࡍ◊✲ 

�.1 ◊✲の᪉ἲ 

5& の構造≀において最も㑊けなけれࡤならないこと

は，ᙉ度のప下につながる鉄筋の㗵であり，それをもた

らすコンクリートの中性化が建≀のᑑ࿨の指ᶆとなって

きた。中性化以外ではコンクリートのྵ水≧ែが⭉食を

ᣍいているྍ⬟性が指᦬されࠊ近年それに着目した◊✲

が進められてきた文 29)�30)。たࡔし水か✵Ẽのいずれかが

㐽᩿されていれࡤ発㗵は㐜らせることができ，コンクリ

ートがᖖ時‵っている（┦ᑐ‵度で 90�以上）もので発

㗵しにくいഴྥがሗ࿌されている。逆に஝⇱したり‵っ

たりを⧞り返すような場所では，✵Ẽにゐれることで中

性化が進行し，㗵のもとである✵Ẽと水分が஺஫に౪⤥

されて発㗵しやすいことがわかってきた。また༑分なか

ぶりཌは，この஝‵による⎔ቃᙳ㡪を㍍ῶする上で重せ

であることが指᦬された注 36)。 

本◊✲においては，コンクリート㌣యの 4 か所，鉄筋

㸷本分の発㗵᝟ἣを☜ㄆし，その近ഐおよび別の個所の

壁యの⾲面と内部で㉁㔞ྵ水率（⤯ᑐ‵度）を測定した。

また㗵による壁のࡦび・๤ⴠ部分を目視ㄪᰝした⤖ᯝも

あわせて，㗵の進行度合いをもたらした᮲௳を⪃ᐹする。

なお㗵とかぶりཌさの関係についてはࠊヨᩱ採ྲྀ・測定

సᴗを౫㢗したᰴ式఍社ඵ洋コンサルࢱントの⏣中❶ኵ

Ặよりࡈ示၀をうけ着目・分析した。 

�.2 㗵のࢻ࣮ࣞࢢとྵỈ⋡，୰ᛶ໬ 

 まず，最も㗵が進行したࣞࢢード㸳にあたるのは，南

西端でࣔルࢱル仕上げが๤ⴠし，鉄筋が壁య⾲面まで㟢

出している⟠所であった。たࡔし，同じ個所を奥の方ま

で᩽ってみるとࣞࢢード２のものも見られる。ḟに外階

段の㋀り場の下の西壁が，㞵掛がないにもかかわらずࢢ

ࣞード３，ḟに 2 階北壁がࣞࢢード２，地下内壁がࣞࢢ

ード１であった（⾲㸲-１）。 

ḟに㗵のある個所についてかぶりཌさ௜近のྵ水率

を見ると，いずれも４～㸳㸣であり，㗵が発生するとさ

れる３㸣を超えている。たࡔしࣞࢢードと水分㔞が比例

するなどの関㐃性は見いࡔせなかった。発㗵にかかわら

ずᵝ々な個所のྵ水率を見ると，壁の⾲面とかぶりཌさ

௜近とも２㸣程度のもの（２階南側）がある一方，⾲面

は஝いていながら内部ࡔけ４～㸳㸣に㐩しているものも

あり（１階南側），そこではఱらかの水の౪⤥があるྍ⬟

性がある（⾲㸲-２）。 

また中性化については，まず室内の方が進みやすいと 



 
⾲㸲-１ 㕲➽⭉㣗≧ែとかࡾࡪཌࡉ，ྵỈ⋡，୰ᛶ໬῝ࡉ 

 

⾲㸲-２ ྵỈ⋡඲ࢱ࣮ࢹ 
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5.2 ᕷ⾤地建⠏≀ἲ᫬௦の㹐㹁㐀建≀のᵓ㐀設計 

≀法時代の㹐㹁建≀の構造設計は，地㟈Ⲵ重などにᑐし

てኚ形をᢚえて᢬ᢠする「๛構造⌮ㄽ」がᨭ配的で，ま

た現在のように動的な地㟈ຊにᑐする計⟬は行わず，㟼

的なチᐜᛂຊ度設計が行われた。 

ලయ的な計⟬手法としては，関東大㟈⅏後（1924 年に

≀法ᨵ正）から᫛和 12 年くらいの時期は，ᙎ性ᛂຊゎ析

法であるたわみ角法やࣔー࣓ント分配法をベースとして，

壁の水平๛性をホ౯する㹂್をᑟ入して⡆␎化した「㹂

್法」が用いられた。これは内藤多௰が「ᯫ構構造⪏㟈

構造ㄽ」（1922-23 年）でᥦၐしたものである。そこでは

門型ࣛー࣓ンの㹂್を１とした場合，↓開ཱྀ壁が 8～20

であるが，現在の壁式構造の計⟬では࢘࢝ントされない

部ᮦ，例え࢔ࡤーࢳのあるᱱが 2～4，開ཱྀ部のある外壁

も 5～15 とホ౯され，ᰕᱱの構造に比較的少ない壁㔞を

加えてᯫ構の水平ኚ位をᢚ制するという設計ᛮ᝿であっ

た。本建≀には壁ᰕ，壁ᱱをᰕ・ᱱとした部ᮦ⾲があり，

また構造計⟬᭩もそうしたࣞࣇー࣒構造としてᢅってい

るため，壁式ではなく㹂್法のᯟ組みで計⟬されたとみ

られる。 

なお，現在も，超高ᒙ建築を㝖けࡤチᐜᛂຊ度により

構造設計が行われていることは同じである。たࡔⲴ重᮲

௳が␗なっており，たとえࡤ水平Ⲵ重は現在ᒙ๧᩿ຊ法

によるが当時は㟈度法で༙分程度のຊである一方，地㟈

時✚㍕Ⲵ重はやや大きめに設定されている。また設計ᛂ

ຊ度が▷期┦当で現在の 1�2～1�3（)�3）であった。 

5.3 ⌧௦ⓗᇶ‽ࡿࡼ࡟⪏㟈デ᩿ 

以下⪏㟈デ᩿にᚲせな項目を㡰に述べていく。 

1) 構造部ᮦ᩿面ㄪᰝ 

本建≀の設計ᅗ᭩として，設計ᅗཬび構造計⟬᭩がṧさ

れている。当初の設計ᅗと現ἣ平面を比較したとこࢁ， 

 
図㸳-１ቨཌࡉの☜ㄆ（1�� ੈ） 

地下階の一部のみኚ᭦があったが，その௚は㌣యについ

てはᅗ面どおりであったため，᪤Ꮡの構造ᅗからุㄞし

て᚟ඖを行った。部ᮦについても，構造ᅗと現地でㄪᰝ

したᰕ・ᱱのサイズにほࡰ┦㐪はなかった。また壁ཌに

ついては，コンクリートコ࢔を採ྲྀした部位については，

設計ᅗ通りであることを☜ㄆした（図㸳-１）。 

2) ᒚ歴外ほㄪᰝ 

 外ほにあらわれたコンクリートのࡦび，๤ⴠ，鉄筋㟢

出については �.で述べた通りである。そのほか，西壁に

つけられた外階段の鉄㦵の㗵がかなり進行しており，༴

㝤な≧ែである。 

3) コンクリートᙉ度ㄪᰝ⤖ᯝ 

コンクリートᅽ⦰ヨ㦂は，地下階 1 ࣨ所，1 階壁 3 ࣧ

所㸩ኳ஭ 1 ࣨ所，2 階壁 3 ࣧ所㸩ኳ஭ 1 ࣨ所，3 階壁 3

ࣧ所の 12 ࣧ所を行い，⤖ᯝは⾲３-１の通りである。ᅽ

⦰ᙉ度は，当時の設計規‽ᙉ度 13�51�PP2にᑐしいずれ

も高い್を示した。ཪ，ᐦ度も現在使用されているもの

に比べても同等以上のᐦ度を有するᐦ実なコンクリート

がᡴ設されている。 

4) 鉄筋⭉食ㄪᰝ 

⾲㸲-１にあるように，地下 1 階屋内側，1 階屋外側 2

ࣧ所，ཬび 2 階屋外側１か所の合計 4 か所で鉄筋⭉食ㄪ

ᰝを行った。⤖ᯝは，地階は，かぶりཌさが 9 ੉とかな

図㸲-１ 㕲➽㟢ฟࡧࡼ࠾௙上ࡆ๤ⴠ⟠ᡤとቨᱱ࣭ቨᰕの配➽のᑐᛂ（北立面の配➽はヲ⣽図࣮ࣞࢺࡾࡼス，࡯かのⅬ⥺は᥎ᐃ） 
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また，地階 1 階については，部分地下であるため，面

✚比から上ᒙ階の重㔞を約 1�3 ಸとした別ࣔࢹルでのゎ

析も行ったが，やはりഹかに指ᶆ್を下ᅇる⤖ᯝとなっ

た。⌮⏤としては，地下階は௚の階に比べ，೫ᚰ率が大

きく，形≧指ᶆのῶⅬが大きいⅬがᣲげられる。また，

設計当初の地㟈ຊにᑐし，現行の地㟈ຊは２ಸ以上であ

るため，下階程⪏㟈性が୙㊊するഴྥを࿊した。 

5.5 ⥲ྜᡤぢ 

現≧の計⟬方法では，地下 1 階について，⪏㟈性⬟を

‶㊊していない。コンクリートの≧ែについては，外壁

を中ᚰに鉄筋が㟢出するࡦび๭れがみられ，鉄筋のḞᦆ

も見受けられる。また建≀඲యとして中性化が進行し，

㌣యの内部でも㗵が進行していると⪃えられる。 

 

�. ಖᏑά⏝計画 

�.1 ◊✲の᪉ἲ 

本❶では᪤ ◊✲文 37)～39)をཧ⪃にしながらಖᏑにᚲせ

な計画を行う。まずಖᏑにࡩさわしい部分や部位を定め，

続いて活用をྍ⬟にするためのᏳ඲上のᥐ置，ᩚ備項目

を᳨ウし，ಖᏑにむけた㐨筋やㄢ㢟をᥦ示する。なお，

�.3 1)の敷地内㐨㊰については一⯡社ᅋ法人ᅋ地෌生ᨭ

᥼༠఍有ᚿによるᥦ᱌をうけたものである。 

�.2 明桂寮の౯್とಖᏑ㒊ศ࣭ಖᏑ㒊఩ 

明桂寮の建≀の౯್は 2 でㄽじた建築史的位置づけか

らᑟき出せる。まず，5& 造という᪂しい構造を学生寮に

ᑟ入するにあたって，័例的な居室配置を෌᳨ウし，食

堂や家事✵間をඃ㐝した，学風が⾲れた平面計画であっ

た。そして外ほのベースとなったイࢱリࢿ࢔イトᵝ式は

⾲㸳-１ 計⟬⤖ᯝ 



 
日本で㢮例がなく，さらに「ࢭࢭッࣙࢩン的手法」の実

㝿がわかる⛥有な実例である。そして㸳で示した通り，

≀法時代の㹐㹁造は当時ᅛ有の構造設計を行っており，

同時代の㑇構がῶ少する中で大ኚ㈗重である。 

なお本◊✲と並行して，明桂寮の住まい方についての

ㄪᰝ・◊✲が進められている。その⤖ᯝによっては，室

内の社఍史的・生活史的な౯್が᪂たにุ明するྍ⬟性

もある。 

以上をࡩまえて，ྍ ⬟な㝈り手を加えない「ಖᏑ部分」

（外ほは方位ࡈと，室内は部屋༢位），「ಖᏑ部位」（部位

と）とそうでない「その௚部分」「その௚部位」を᳨ウࡈ

する。まず外ほについては，඲యがᕼ少性の高いᵝ式の

ุ定ᮦᩱとなっているので「ಖᏑ部分」とする。たࡔし

西面にある外階段は 1979 年にྲྀり᥮えられたもので，ຎ

化も進んでいるため，ኚ᭦がྍ⬟な「その௚部分」とす

る。また方形❆の上のᗊやサンバースト型のサッࢩは

1976 年にྲྀり㝖かれてしまったが，イࢱリࢿ࢔イトの重

せなせ⣲であるため，ఱらかの形で᚟ཎされることが期

ᚅされる。 

続いて室内については，上述の生活史的◊✲の⤖ᯝを

ᚅって「ಖᏑ部分」と「その௚部分」にわけていく見通

しであるが，現時Ⅼでは，௚の学生寮に見られない「主

婦室」，「女中室」や内⿦の෗┿がṧる「ᛂ᥋室」，平面計

画の大きな≉Ⰽである食堂や台所が有ຊである。ḟに壁

配置は構造ᢏ⾡や寮の建築計画の歴史の上で౯್がある

ため，「ಖᏑ部位」としていく。たࡔし，２，３階の南面

する居室では木〇の間仕切り壁が多いため「その௚部分」

「その௚部位」とできる。これらの壁を᧔ཤすれࡤ比較

的大きなスペースとなり，β 々な活用のྍ⬟性がᗈがる。

また 2 でグ述したインࢸリ࣓࢚ࣞ・࢔ントはほとんどኻ

われてしまったが，かࢁうじてṧっている建ලや一部の

壁仕上げに歴史ᵝ式の≉ᚩがあり，「ಖᏑ部位」としたい。 

�.3 ά⏝࡟ᚲせ࡞㜵⅏࣭ά⏝計画 

ḟに建≀を活用するためのᏳ඲上のᥐ置，すなわち，

ⅆ⅏時の㑊㞴や⪏㟈性の☜ಖのためのせ௳を᳨ウする。

また活用の上でᩚ備がᚲせな一⯡的な事項もᩚ⌮する。 

1) 㜵ⅆࠊ㑊㞴計画 

 本建≀は 5& 構造であり，⪏ⅆ性⬟，㜵ⅆ性⬟は高いと

⪃えられる。延面✚が 1�282�66 ੍，3 階建てで 1 ᒙあた

り 440 ੍程度であるので，㜵ⅆ区画は୙せであるが，❿

✰区画はᚲせである。㑊㞴については�建≀北側玄関⬥と

入隅に屋内階段，そして西側端に外階段があり，２以上

の┤通階段を備えている。建≀の最も長手の部分（南北

඲長）で 30P であり，┤通階段までのṌ行㊥㞳もၥ㢟な

い。廊下ᖜは 1�7～1�8P 程度，室内階段で 1�5P ほど，屋

外階段では 0�9P ほどであり，ほとんどの用㏵にᑐᛂྍ⬟

である。᤼↮の≧ἣを☜ㄆし，また㠀ᖖ用の↷明を設置

する。 

敷地については�建≀外周に༑分な✵地があり，㑊㞴

にはၥ㢟ない。たࡔし，敷地が᥋する㐨㊰は 6P 以下であ

り，また明桂寮から㐲く，ᾘ㜵のᨭ᥼をうけにくい。そ

のゎỴ⟇としては，寮地を東西に㈏通する敷地内通㊰を，

6P のබ㐨・私㐨として開ᨺすることである。このၥ㢟は

敷地内のほかの施設の建て᭰えにも関係するので，敷地

඲యの有効活用にもつながる。また⣽い㐨㊰が多い周辺

地ᇦにも㈉⊩できるのではないか。 

2) ⪏㟈性の☜ಖ 

現行の建築ᇶ‽法の⪏㟈ᇶ‽は，比較的大きな地㟈に

見⯙われたとき，ᦆയはするがಽቯしないことを目指し

ている。ᇶ‽法すべてを㐺用するᚲせのない文化㈈にお

いても，人の立ち入りをㄆめる㝈りᇶ‽法並みの「Ᏻ඲

☜ಖ水‽」がồめられている。それにᑐし，本◊✲の⤖

ᯝ明桂寮は༑分な⪏㟈性がないことがわかった。最大の

ၥ㢟は，地階平面がほかの階に比べて㠀ᖖにᑠさく೫っ

た位置にありࠊ೫ᚰ率が大きくなったことࡔ。೫ᚰにか

かわる場所が地下であるためᨵ善がᅔ㞴である。 

たࡔし，この地階は南面，東面で外部に㟢出している

ことから計⟬にྵめているので，逆に㟢出をなくせࡤᑐ

㇟からはずれる。よって「Ᏻ඲☜ಖ水‽」に㐩するため

の有ຊな方法は，地階㟢出部分の外側をᅵでᇙめること

である。建≀外周から２から３P くらいのとこࢁに᧦壁

を設置すれࡤᚲせなᅵᅽを☜ಖできる見㎸みである。᧦

壁の高さについては地階の୕分の஧が㞃れていれࡤよい

ので，2�5P 程度となる。地面に㞃れる壁は๛ᙉであるᚲ

せがあるため，地階の❆を㛢㙐して壁とする。 

なお，文化㈈では᚟ᪧできる⠊ᅖでಽቯをチᐜする

「᚟ᪧྍ⬟水‽」という⪏㟈性⬟の設定もある。しかし

木造建築≀等と␗なり，5& の建≀がಽቯした後にඖの文

化㈈的౯್がಖてるかは大ኚᚰもとない。本建≀に౯್

を見出しಖᏑをᮃむからには「Ᏻ඲☜ಖ水‽」の実現を

目指したい。 

もし地階外側をᇙめるというࣟࣉ࢔ーࢳをとった場

合，「ಖᏑ部分」として定めた外ほの一部，および地下の

Ὑ℆室が南面し明るいことを示せなくなる。௒後も೫ᚰ

のゎᾘのためのᵝ々な᝟ሗを専門家にၥい合わせていく

が，これ以外の方法がない場合は，実測ᅗに加え動画な

どᵝ々な፹యでのグ㘓をṧしていきたい。 

このほか構造上のၥ㢟として，鉄筋⭉食が多数発生し

ている。そのうちࣞࢢードが 4 や㸳など㗵が重度である

場合は鉄筋の஺᥮を行い，それより㍍い場合は࣡イࣖࣈ

で㗵の㝖ཤを行ったうえでሬᩱをሬりᇙめᡠす。まࢩࣛ

た⇿⿣が㉳こっている⟠所ははつり出したうえでฎ置を

行う。中性化や鉄筋⭉食ㄪᰝから建≀඲యでの発㗵が␲

われるため，෌࢔ル࢝リ化などもᚲせである。᭦にこれ

以上の発㗵を㜵ぐため，屋上㜵水も引き┤す。 

3) その௚Ᏻ඲にかかわるᥐ置 
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外壁仕上げにうきやࡦび๭れが見られるが，そのⴠ下

は฼用者に⿕ᐖを୚えかࡡないため，⿵ಟを行う。室内

においてはྛ居室の開ཱྀ部の下端がᗋから高さ 750PP 程

度のことが多い。ヱ当⟠所にはⴠ下㜵Ṇのᥐ置を行う。 

4) 活用の上でᩚ備がᚲせな事項 

ᖖ時฼用する施設とするならࡤ㟁Ẽと水㐨の෌ᑟ入

および࢔࢚コンのᑟ入，内⿦のᨵ善がᚲせとなる。より

බ的な施設とする場合は࢚ࣞベーࢱの設置がᚲせである。 

 

7. ௒ᚋのᒎᮃ 

�.で明らかになったように，明桂寮のᏳ඲な฼用のた

めには，最పでも地階周辺のᅵ工事や 5& 壁の鉄筋および

仕上げの⿵ಟ，෌࢔ル࢝リ化，屋上㜵水工事がᚲせであ

る。᭦に外部からの࢔クࢭスのための敷地のᩚ備も୙ྍ

Ḟである。その㈝用は現在ある建≀を有効฼用するとい

うࣞベルではなく，本᱁的なᢞ㈨がᚲせとᛮわれる。通

ᖖの大学⤒営の཰ᨭの中では㌋㌉されるであࢁう。 

しかし，その 120 年の歴史を一つの≉Ⰽとする日本女

子大学にとって，それを⿬௜ける建≀は✚ᴟ的な౯್を

ᣢつ㈨⏘である。そして明桂寮活用をዎ機とした㐨㊰の

ᩚ備は敷地と地ᇦの活性化をもたらす。᭦に女子教育を

ᨭえた西洋㤋は社఍史・建築史的にもᗈく関ᚰをᣢたれ

るࢁࡔう。よって，その関係者は大学に㝈られない。本

◊✲で明☜になった౯್とಖᏑの見通しをᦠえて，より

多くの⌮ゎ者・ᨭ᥼者を⋓ᚓしていきたい。 

 

㸺ㅰ㎡㸼 

歴史的建≀および鉄筋コンクリートのㄪᰝ・◊✲に造

ユの῝い外部の専門家に࢔ドバイス，᝟ሗを多数いたࡔ

きました。ここにグして感ㅰ⏦し上げます。 

௒本ၨ一Ặ（東ி⌮⛉大学教授），◁金ᏹ和Ặ（一⯡社ᅋ法人ᅋ

地෌生ᨭ᥼༠఍），Ụᑼ᠇ὈẶ（日本女子大学教授），ᚿᒱ♸一

Ặ（日東設計事ົ所），㕥木㈼ḟẶ（日本女子大学名㄃教授），

⏣中❶ኵẶ（ඵ洋コンサルࢱント（当時）），平஭┤ᶞẶ（清水

ᢏ⾡◊✲所），平஭඘Ặ（࣓ࣟࢢ建築◊✲所），ᯘ❶஧Ặ（清水

建設ᢏ⾡◊✲所），藤஭ᜨ௓Ặ（東ி大学名㄃教授），ඵ木┿∞

Ặ（佐藤⥲合計画） 
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注1) 寮の規模について成瀬は，多数の女性を一つの✵間に集

めると᎖ጊや多ᘚ，ᢈホがはびこり，ඪὴதいがおこるの

で，それを㜵ぐためにᑠさくする，という説明もしている。
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日本で㢮例がなく，さらに「ࢭࢭッࣙࢩン的手法」の実

㝿がわかる⛥有な実例である。そして㸳で示した通り，

≀法時代の㹐㹁造は当時ᅛ有の構造設計を行っており，

同時代の㑇構がῶ少する中で大ኚ㈗重である。 

なお本◊✲と並行して，明桂寮の住まい方についての

ㄪᰝ・◊✲が進められている。その⤖ᯝによっては，室

内の社఍史的・生活史的な౯್が᪂たにุ明するྍ⬟性

もある。 

以上をࡩまえて，ྍ ⬟な㝈り手を加えない「ಖᏑ部分」

（外ほは方位ࡈと，室内は部屋༢位），「ಖᏑ部位」（部位

と）とそうでない「その௚部分」「その௚部位」を᳨ウࡈ

する。まず外ほについては，඲యがᕼ少性の高いᵝ式の

ุ定ᮦᩱとなっているので「ಖᏑ部分」とする。たࡔし

西面にある外階段は 1979 年にྲྀり᥮えられたもので，ຎ

化も進んでいるため，ኚ᭦がྍ⬟な「その௚部分」とす

る。また方形❆の上のᗊやサンバースト型のサッࢩは

1976 年にྲྀり㝖かれてしまったが，イࢱリࢿ࢔イトの重

せなせ⣲であるため，ఱらかの形で᚟ཎされることが期

ᚅされる。 

続いて室内については，上述の生活史的◊✲の⤖ᯝを

ᚅって「ಖᏑ部分」と「その௚部分」にわけていく見通

しであるが，現時Ⅼでは，௚の学生寮に見られない「主

婦室」，「女中室」や内⿦の෗┿がṧる「ᛂ᥋室」，平面計

画の大きな≉Ⰽである食堂や台所が有ຊである。ḟに壁

配置は構造ᢏ⾡や寮の建築計画の歴史の上で౯್がある

ため，「ಖᏑ部位」としていく。たࡔし，２，３階の南面

する居室では木〇の間仕切り壁が多いため「その௚部分」

「その௚部位」とできる。これらの壁を᧔ཤすれࡤ比較

的大きなスペースとなり，β 々な活用のྍ⬟性がᗈがる。

また 2 でグ述したインࢸリ࣓࢚ࣞ・࢔ントはほとんどኻ

われてしまったが，かࢁうじてṧっている建ලや一部の

壁仕上げに歴史ᵝ式の≉ᚩがあり，「ಖᏑ部位」としたい。 

�.3 ά⏝࡟ᚲせ࡞㜵⅏࣭ά⏝計画 

ḟに建≀を活用するためのᏳ඲上のᥐ置，すなわち，

ⅆ⅏時の㑊㞴や⪏㟈性の☜ಖのためのせ௳を᳨ウする。

また活用の上でᩚ備がᚲせな一⯡的な事項もᩚ⌮する。 

1) 㜵ⅆࠊ㑊㞴計画 

 本建≀は 5& 構造であり，⪏ⅆ性⬟，㜵ⅆ性⬟は高いと

⪃えられる。延面✚が 1�282�66 ੍，3 階建てで 1 ᒙあた

り 440 ੍程度であるので，㜵ⅆ区画は୙せであるが，❿

✰区画はᚲせである。㑊㞴については�建≀北側玄関⬥と

入隅に屋内階段，そして西側端に外階段があり，２以上

の┤通階段を備えている。建≀の最も長手の部分（南北

඲長）で 30P であり，┤通階段までのṌ行㊥㞳もၥ㢟な

い。廊下ᖜは 1�7～1�8P 程度，室内階段で 1�5P ほど，屋

外階段では 0�9P ほどであり，ほとんどの用㏵にᑐᛂྍ⬟

である。᤼↮の≧ἣを☜ㄆし，また㠀ᖖ用の↷明を設置

する。 

敷地については�建≀外周に༑分な✵地があり，㑊㞴

にはၥ㢟ない。たࡔし，敷地が᥋する㐨㊰は 6P 以下であ

り，また明桂寮から㐲く，ᾘ㜵のᨭ᥼をうけにくい。そ

のゎỴ⟇としては，寮地を東西に㈏通する敷地内通㊰を，

6P のබ㐨・私㐨として開ᨺすることである。このၥ㢟は

敷地内のほかの施設の建て᭰えにも関係するので，敷地

඲యの有効活用にもつながる。また⣽い㐨㊰が多い周辺

地ᇦにも㈉⊩できるのではないか。 

2) ⪏㟈性の☜ಖ 

現行の建築ᇶ‽法の⪏㟈ᇶ‽は，比較的大きな地㟈に

見⯙われたとき，ᦆയはするがಽቯしないことを目指し

ている。ᇶ‽法すべてを㐺用するᚲせのない文化㈈にお

いても，人の立ち入りをㄆめる㝈りᇶ‽法並みの「Ᏻ඲

☜ಖ水‽」がồめられている。それにᑐし，本◊✲の⤖

ᯝ明桂寮は༑分な⪏㟈性がないことがわかった。最大の

ၥ㢟は，地階平面がほかの階に比べて㠀ᖖにᑠさく೫っ

た位置にありࠊ೫ᚰ率が大きくなったことࡔ。೫ᚰにか

かわる場所が地下であるためᨵ善がᅔ㞴である。 

たࡔし，この地階は南面，東面で外部に㟢出している

ことから計⟬にྵめているので，逆に㟢出をなくせࡤᑐ

㇟からはずれる。よって「Ᏻ඲☜ಖ水‽」に㐩するため

の有ຊな方法は，地階㟢出部分の外側をᅵでᇙめること

である。建≀外周から２から３P くらいのとこࢁに᧦壁

を設置すれࡤᚲせなᅵᅽを☜ಖできる見㎸みである。᧦

壁の高さについては地階の୕分の஧が㞃れていれࡤよい

ので，2�5P 程度となる。地面に㞃れる壁は๛ᙉであるᚲ

せがあるため，地階の❆を㛢㙐して壁とする。 

なお，文化㈈では᚟ᪧできる⠊ᅖでಽቯをチᐜする

「᚟ᪧྍ⬟水‽」という⪏㟈性⬟の設定もある。しかし

木造建築≀等と␗なり，5& の建≀がಽቯした後にඖの文

化㈈的౯್がಖてるかは大ኚᚰもとない。本建≀に౯್

を見出しಖᏑをᮃむからには「Ᏻ඲☜ಖ水‽」の実現を

目指したい。 

もし地階外側をᇙめるというࣟࣉ࢔ーࢳをとった場

合，「ಖᏑ部分」として定めた外ほの一部，および地下の

Ὑ℆室が南面し明るいことを示せなくなる。௒後も೫ᚰ

のゎᾘのためのᵝ々な᝟ሗを専門家にၥい合わせていく

が，これ以外の方法がない場合は，実測ᅗに加え動画な

どᵝ々な፹యでのグ㘓をṧしていきたい。 

このほか構造上のၥ㢟として，鉄筋⭉食が多数発生し

ている。そのうちࣞࢢードが 4 や㸳など㗵が重度である

場合は鉄筋の஺᥮を行い，それより㍍い場合は࣡イࣖࣈ

で㗵の㝖ཤを行ったうえでሬᩱをሬりᇙめᡠす。まࢩࣛ

た⇿⿣が㉳こっている⟠所ははつり出したうえでฎ置を

行う。中性化や鉄筋⭉食ㄪᰝから建≀඲యでの発㗵が␲

われるため，෌࢔ル࢝リ化などもᚲせである。᭦にこれ

以上の発㗵を㜵ぐため，屋上㜵水も引き┤す。 

3) その௚Ᏻ඲にかかわるᥐ置 
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